
一般財団法人東近江三方よし基金事務局
滋賀県東近江市市民環境部

森と水政策課

東近江三方良し基金設立と
東近江市版SIBを通じる

行政の変革



東近江市の時間軸ー歴史・文化ー
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・縄文時代草創期～現代まで

遺跡数 ５１４遺跡、指定文化財 ３２５

・惣村自治

惣掟による自治の仕組み

・木地師発祥の地

轆轤の技術は全国に広がる

・近江商人発祥の地

「三方よし」は企業のＣＳＲの原点
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東近江三方よし基金

１．基金の設立経過

２．東近江市版SIB



東近江市は里山・里地・里湖がひとつの水系でつながる、

1,000分の1スケールの日本
人口：１１４，９３５人

平成29年4月1日現在の住民基本台帳人口より
面積：３８８．３７ｋ㎡

田・畑
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その他
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23,384 23,649 21,685 20,237 19,246 18,575 17,689 

63,937 66,742 69,983 73,420 74,726 75,980 72,126 

11,311 12,813 14,763 17,662 20,351 22,240 24,632 

老年 65歳以上（人） 生産年齢 15～64歳（人）

年少 0～14歳（人）

東近江市の概要



【2010年】東近江市の地域経済循環図
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生 産 分 配 支 出

東近江市総生産（/総所得/総支出） 5,459億円【2010年】

付加価値額（十億円）

産業別付加価値額

自然資本（環境）

例：森林豊かな鈴鹿山脈、
市域の中央を流れ琵琶湖
に注ぐ愛知川

人的資本

例：平成17年から22年に
かけて人口減少、高齢化
の進行

人工資本

例：製造業の集積、近江
鉄道、名神高速道路

社会関係資本

例：分野を超えた連携、地
域の拠り所事業 など
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サービス業

域際収支（十億円）

2,739
億円

644
億円

政府
支出

1,080
億円

フローの経済循環

金融機関等

地域外

資金の獲得：
電気機械、窯業・土石製
品、金属製品、その他の
製造業等

域際収支
移輸出：4,459億円
移輸入：3,701億円

エネルギー代金の流
出：
約332億円

石油・石炭製品：約174億円
電気・ガス ：約157億円

投資の流出：
約0.5億円
（地域内投資額と地域企
業投資額がほぼ同額）

消費の流出：
約682億円の流出
（市民の消費額の約20％）
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()内の数値は各
産業の最終需要
が100万円増加
した時の市内の
生産誘発額
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設立経過

H22 市研究会報告 資金調達分科会にて、コミュニティファ

ンドの必要性提案

「2030年東近江市の将来像」環境円卓会議にて制作

H26 市民協働推進計画にて、コミュニティファンド明文化

地域経済循環分析実施

H27 コミュニティファンド検討会開催（全5回）

H28 東近江三方よし基金設立準備会（全6回＋研究会4回）

第2次環境基本計画検討

H29 6月 一般財団法人東近江三方よし基金設立

H30 2月 公益認定申請予定
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基本財産となる１，０００口達成！



～地域的課題を地域の資源を活用し解決しようとする

取組を市民が温かいお金の流れを通じて支える～

成果連動補助金改革型ＳＩＢの手法を活用して



H26～コミュニティビジネススタートアップ支援事業

①多様化する地域の困りごとを
②地域資源を生かして
③ビジネスの手法で解決する事業者の
④スタートを支援する事業

・地域資源を循環させ、地域課題を解決
・他地域、他分野に課題解決のノウハウを応用
・地域課題解決にかかる行政コストの削減
・地域での雇用の創出

期待される効果・インパクト
１団体（事業者）

５０万円×４事業

分野横断で市民活動を支援
農福連携・空き家活用
移住定住・中間就労
資源循環・観光歴史…

〈平成28年度〉



従来の補助事業

成果の有無にかかわらず
活動にかかった経費（補助金）を支払い

サービス提供者（NPO等）

サービス対象者

サービスを提供

行政

東近江市民

東近江市

各事業者・団体



東近江市の仕組み

目標達成時のみ
報酬を支払う

民間資金提供者

サービス提供者の
ニーズに応じて

資金調達

行政

サービス提供者（NPO等）

サービス対象者

生産性の高いサービスを提供

サービスの成果を
独立した評価機関
が評価・報告

東近江市

東近江市民

東近江市民

各事業者・団体



平成28年度採択事業①

【事業概要】
地域循環型社会をめざしたコミュニティビジネスの拠点整備
コミュニティカフェ開業、あかねマルシェ開催

・夢工房の拠点整備が完成している。
・事業が開始されている。
・スタッフ雇用が始まっている。
・夢工房に関わる人が増えている。

がもう夢工房拠点整備事業 がもう夢工房協議会

Ｈ28.9.4 COGAMOカフェオープン
週５日営業 ランチ～ティータイム
スタッフ 8名雇用
着地型観光：ガイド養成

【平成２８年度末の成果目標】

【平成２８年度の達成状況】



平成28年度採択事業②

【事業概要】
永源寺の杉を活用した木製玩具「クミノ」の製造販売

・マーケティング作業を通じ販売先に
ついて具体的な計画ができている。
・商品パッケージに関して具体的な展
開が決まっている。
・森林組合がビジネスパートナーに
なっている。

クミノプロジェクト クミノ工房

滋賀 買うエコ大賞→入賞
製品の販売開始
市内保育園への導入決定
地元森林組合との連携

【平成２８年度末の成果目標】

【平成２８年度の達成状況】



平成28年度採択事業③

【事業概要】
新・廃食油リサイクル石鹸の商品開発 ブランドデザイン・パッケージのデザイン

・商品パッケージの具体的な展開が
決まっている。
・試作品が完成している。
・試作品のモニターとして１００人
が使用し、感想や改善点などがまと
められている。
・事業体の立ち上げに対して、具体
的かつ詳細なプランができていて、
立ち上げに展望ができている。

東近江発！新しいせっけんブランドの立ち上げ
～次世代による“第二次せっけん運動”ビジネス化計画～

ＮＰＯ法人愛のまちエコ倶楽部

サンプル商品完成（500個）
モニタリング実施（100名以上）

【平成２８年度末の成果目標】

【平成２８年度の達成状況】
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平成28年度採択事業④

【事業概要】
地域の困りごと、暮らしの困りごとを地域で解決するしくみづくり
サポーター養成講座の開催、空き家管理事業の開始

・サポーターの養成講座が行われ、サポー
ターが5人増えている。
・サポーターの交流会を行い、モティベー
ションを高める。
・向こう３年間の経営計画が完成し、４月
以降の行動計画が明確になっている。
・空き家の管理業務のノウハウを取得でき
ており、具体的な空き家募集が始まってい
る。

ほんなら堂 あいとうふくしモール運営委員会

サポーター養成講座、交流会開催
空き家管理業務開始

【平成２８年度の達成状況】

【平成２８年度末の成果目標】



東近江市版ＳＩＢの特徴

これまで 今回

東近江市役所の関わり ・行政が補助金として採
択団体に支出
・行政としてお金をいか
に使ったかを重点チェッ
ク

・補助金は当初想定の成
果がでたら支出
・お金の使い方よりも、
中間支援団体と連携しな
がら成果がでるようにサ
ポート

市民の関わり ・サービスを受ける側と
しての関わりのみ

・応援したい事業に市民
が出資 →成果がでたら
利子＋元本償還（成果が
でなければ返還されず）
・サービスの受け手とし
てだけでなく出資者とし
て団体の応援団になって
くれる（温かくも厳しい
存在）

支援団体の関わり
（三方よし基金、株式会
社プラスソーシャルイン
ベストメント）

・行政事業のため行政か
ら委託された範囲内での
サポート

・行政・団体との連携で、
資金調達、成果を出すた
めに必要なサポートが可
能に。



東近江市版ＳＩＢの特徴

・補助金改革型
既存事業を想定し、民間出資で事業を実施したのちに当初
の目的の成果が達成されたら行政が予定していた補助金等
を出資者に償還する仕組み。

・施策目的の達成評価
単年度で予算化されている事業の評価であることから、年
度内に到達してほしい目標について行政、専門家、事業者
が3者で合意して決定する。

・自治のあり方を変えるお金の使い方
民間一社が投資するのではなく、できるだけ多くの市民・
企業に資金提供してもらうことで課題の共有やまちづくり
への当事者性を呼び起こす。



東近江市版ＳＩＢに関わった人の声 事業者①

事業者：クミノ工房
井上慎也さん

今回の取組で一番良かったことは、
出資者やいろいろな方とつながり、応
援していただけたことです。人を紹介
してもらったり、助けてもらったりす
ることは従来の補助金の制度ではでき
なかったことだと思います。

最初は投資してもらうのもためらい
ましたが、自ら出資を募れるくらいで
ないとだめだと思いました。また、投
資していただいた方々の顔も思い浮か
ぶので、責任感も芽生えました。事業
者をやる気にさせてくれる制度だと感
じます。



東近江市版ＳＩＢに関わった人の声 事業者②

事業者：ＮＰＯ法人愛の
まちエコクラブ
園田由未子さん

社会的なことは行政だけがやるので
はなく、ＮＰＯ等の団体や市民、みん
なが一緒にやっていくものだと常々
思っています。
従来の補助金制度では、領収書の確

認など形式的な報告書を提出しますが、
今回のような形式では、成果を達成す
ること以外で自由度が高く、事業者を
信じて事業資金を託してもらっている
ため気持ちのいい制度だと感じました。



東近江市版ＳＩＢに関わった人の声 民間投資者

民間投資者：
福田純子さん

従来の補助金制度では事業者に何も口
出しできませんが、今回のスキームは投
資しているから言いやすいです。
投資額は大きくないですが、応援して

いる事業者が成果を出してくれると自分
の喜びになります。応援したりアドバイ
スしたりと、楽しませてもらっていま
す。この地域で若い人たちが活躍してく
れることが自分の喜びです。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④一般財団法人 

東近江三方よし基金 

（中間支援組織） 

評価報告 
情報共有 

①東近江市 

（地方自治体） 

まちづくり協働課・健康福祉政策課 

③プラスソーシャルインベストメン

ト株式会社（金融会社） 

（②社会的事業者） 

●コミュニティビジネススタートアップ支援事業 

・株式会社みんなの奥永源寺 

・地球ハートヴレッジ 

●中間的就労支援事業 

・特定非営利活動団体 Team KonQ（困救） 

・株式会社イージェイ・ファクトリー 

・あいとうふくしモール運営委員会 

地域住民・地元企業・一般投資家 

非資金的支援 
出資募集・出資 

元本償還・利息支払い 

協働協定締結 

資金提供 

資金提供 

選考会 

（選考・成果評価） 

成果報告 参加 

⑤龍谷大学政策学部 

ロジックモデル支援 

金銭的代理指標評価 

H29年度 東近江市版ＳＩＢ コンソーシアム



平成29年度の主な事業スケジュール

Ｈ29.5 SIBの仕組みの採択・決定

Ｈ29.7 成果指標の設定

Ｈ29.10 事業資金集め

Ｈ29.10 出資者向け説明会

Ｈ30.3 事業の評価/出資者へ償還

従来の補助金制度から、SIBの仕組みを利用した補助金制度への変更手続
き

基金が設置する審査会において成果指標を設定

ファンド、ボンドを組成し募集・販売を実施

出資者向け説明会の開催

事業内容の評価を行い、成果指標に達成していれば出資者へ全額償還

※中間での報告会・学習会も開催
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事業者を応援するファンドの概要

項目 内訳

募集総額 総額250万円（50万円×5団体）

1口金額 2万円

口数 総数125口（CB支援50万円×2団体、中間就労50万円×3団体）

募集期間 2017年10月10日(予定)～2017年10月24日

会計期間 2017年10月25日(予定)から2018年2月15日（事業終了日）

目標償還率 年利2％(償還時日割り換算)



コミュニティビジネススタートアップ支援事業

中間的就労支援事業事業

＆ ＆

http://www.city.higashiomi.shiga.jp/


一般財団法人
東近江三方よし基金

＜事例１：地域材を活用した商品開発＞
地域の木材を活用して、地域の森とつながる
おもちゃを製作する事業を始める。木組みの
技術を生かした木のおもちゃであり、森林資
源の有効活用、中山間地域の仕事の創出を目
指した。今後は加工器具の充実を図り、事業
を拡大したい。
実施主体：株式会社を設立予定

＜事例２：空き家を活用して地域活性化＞
御代参街道沿いの古民家（敷地一体）をリ
ニューアルし、ものづくりの拠点、歴史を学
ぶ拠点、アートの拠点、生活支援の拠点、子
育ての拠点、等地域活性化の拠点としたい。
実施主体：一般社団法人を設立予定

＜事例３：地域貢献型発電事業＞
市内の遊休地を活用し、太陽光発電事業を実
施する。必要経費を差し引いた売電益は、コ
ミュニティファンドに寄付する。発電された
電気は、自治体PPSなどに売電することで地
域の再生可能エネルギー普及にも貢献する。
実施主体：一般社団法人または株式会社

＜事例４：森を生かした次世代育成と生物多
様性保全＞
市が整備した河辺林をボランティアで整備し、
４歳から小学３年までを対象に子供たちの心
に種をまく体験活動を提供している。今後、
対象年齢、対象地域を増やすにはスタッフの
増員・人材育成が必要。イベントは常にキャ
ンセル待ち状態である。
実施主体：NPO法人

＜事例５：空き店舗を地域活性化拠点に＞
コミュニティビジネスの拠点となる空き店舗
を改修し、コミュニティカフェを開店。地域
のマルシェや観光プランの試行等を企画し運
営するまちづくり会社の拠点とする。
実施主体：株式会社等

＜事例６：広葉樹＆針葉樹を活用したブランド家具
生産＞
地域にある森林資源の付加価値向上のため、ブラン
ド家具として生産・販売する。森林整備と雇用の創
出に貢献するため、伐採から木材加工・販売までの
サプライチェーンをつなぐ。
実施主体：株式会社、一般社団等

※写真はイメージです！

自然資本
～森里川湖～

人的資本
～次世代育成～

人工資本
～インフラ～

社会関係資本
～人と人のつながり～

基金の活用事例（将来像）



 評価指標、進捗管理
プランの実現を評価する指標、
進捗管理の仕組みづくり

みんなで集まって暮らす

家族だんらん

なりわいとしての森づくり

憩い体験教育場としての

森づくり

近江八景の復活

緑の中のまち

エネルギーの地産地消

あ

陸と湖をつなぐネットワーク

バス、LRT、自転車、電気自動車

現代版の惣村（そうそん）自治

協力しながらローテク活用

地域で支える子育て、教育

地域で支える医療、福祉

地域で支える防犯、防災

お金を回す仕組み

元気な地場産業

にぎやかな地元商店街

地域密着型企業

1＋2＋3次産業の連携

教育・福祉と観光の連携

びわ湖はメインストリート

健全な水循環

なりわいの場

びわ湖を使って楽しむ

豊かな生物の住みか

体験教育の場

Made in Shiga

滋賀の産物の地消

廃棄物は地域内で循環

自給自足の暮らし

地域の
自然と人との
つながり

地域の営み・
支え合い

家族の営み・
支え合い

人・モノを動かす
ネットワーク

地域で回る
経済

地域の
人と人との
つながり

暮らしを支える
森づくり

自然と調和した
暮らし

びわ湖との
かかわりの復活

農の恵み

生活に必要なものは地域で分かち合う

 活動を支えるお金の流れ
活動を支える東近江ファンド、エコポイ
ント制度、地域商品券、寄付制度など

 人材育成・次世代育成
森林整備に従事する人材、農業に携わる人材、環境活動に携わる人材などの育成

森里川湖のつながり
～森おこし・川おこ
し・湖おこし～

分野・世代・地域のつ
ながり
～食・エネルギー・ケ
アの自立～

人と自然のつながりをベースにした、人と人のつながりの創出
＝森里川湖のつながりを生かした、分野・世代・地域をこえるつながり創出


